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I ロケットを作って飛ばそう ＊ねらいへ；トボトルや発泡スチロ ー ル等 l
(1)ペットボトルロケットを作る を使って水やゴムの力で飛ぶロケットを作

(2)ゴムロケットを作る り、飛ばすためのベランスや力を考えなが

［対象学年：小学校 3 年生以上］ ら、遠くに飛ばすこ夫をさせる。

1 。 ペットボトルロケットを作る。

［準備物］

・ジュ ー スのペットボトル1個（底がくぼん

だものがよい。1.5£) • 尾賓用厚紙1枚

。粕上または石 （先端のおもり用） ・ガム

テ ー プ ＆カッタ ー ナイフ ・紙やすり

• 発泡スチロール1個(8 X芯;10 enサ

(1)ロケット本体を作る。

①発泡スチロールを下図のように、底面がペット

ボトル(!)底と同じ形になるようにし、また、先

喘が丸い流線型になるようにカッタ ー ナイフで

削る。また、底面にくぼみを作り、中に粘いま

たは、石） を入れておく。

O曲而の部分は、紙ヤスリをかけ、滑らかにして

おく。

ロロニ
②ガムテ ー プで、先嬬部分をヘットボトルの底に

とりつける。（粘上を入れるために、底がくぽん

だペットポトルが謡合がよい。）

0先喘部分は、ロケットが沼ちてくる時、最初に

地面に門たるので、右卜立)図のように、ガムテ ー

' 

プでしっかりと固定する。

五L、テ―― -,

児沿

③厚紙 （段ボール紙でもよい。）を好きな尾涎の形

に切り、 ガムテ ー プで本体にとりつける。

O厚紙の両面からガムテ ー プではりつける。

屯汎

〇尾翼の形や枚数は、子どもたちに．ーL夫させても

よいが、枚数は3枚の場合が安定した飛び方を

する。

④飛び方を調べる。

O手で投げて、まっすぐに飛ぶかどうかを調べさ

せる。

（）尾尉の形や枚数、ペットボトルヘの尾製の付け

方によって呉っすく飛ばない場合があるので、

うまく飛ばない場合は、作り直しをさせる。

/と--- 二

(2)発射装置を什る。

Oこの活動は、時闊がない場合は、指導者の方で

数台を製作しておくとよい。

［準備物J ----- --------------

。ゴム栓2個(Ko 6、 中心に8 mmの穴を開け

ておく ） 。空気入れ

。アクリル管（直径8 mm、長さ10 cm) 
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10 cmを1枚、
-
2
い lりcmを1枚）

木ネジ8憫

＼、1〕コム枠とブ�＇クリ）レ管を下図のようにマ �）なぐ。

8 XHlcmO)板に直圧2cm0)穴を開け、 4枚の板

を下のに[U)よ，う｛ご紀み立て、 木ネジで固定する。
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冗にプ｝クリ

する。
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③発射合にゴム怜を取目付ける。

（
へ

）右の図0)ようにして］ム

栓を同定するQ

。上のゴノ沖全にはペットボ

トル�が一つき、 下のゴム栓

は発射台(/_)穴に入る。

(;',)ロケットを飛はす。

①図のようこ空気入わの

さす。

＼三虚気がi民わる場合は手

でおさえている。

ロケットに水を3()0�

'.)00 ml〗、オl、 7ドカゞ こは

③ ロ ケット を発射台に

この宮閉ごれた吠愈豆）、平気i)
←
)中に、 平気八

れてどんど八空気を送りこむと、

りは高くなります.,

こ豆．）叶.1())/F

空気の江力ぴ限界に逹すると、 ペットポl、 ル

は］ム栓から腐什fl、 水を吹きだしなヵゞら飛八

で\>ぎます 0 こい氾寺の ロ ケットCi)上昇力は翌

気か水を吹ぎ出すことによる水の力によるも

りです。

（三！遠くに飛ばすためのT去として、 ペットボ

トル0)中1ご入れる水0)量を変えることが芳

えられるが、 ロ ケッI、本体の重景が増える

もレーこ

I 
＇ 

�---- ---ー～―-一�―-

させたし％

；れな｀し＼ようにし

台に1又IO)よりにセット

セ、/ I、しだら、すぐに ＇苧気入れで宣気を入れる。

し）すくiこ空気を入れぢし〉と、 水がもいてくる場合

2 0 

がある。

ゴムロケソト
l 準備物 I --------------- ----

チロ ール（直己1_ 6 cm、 長さlりcm)

r
ー.. .. .  'nケ'/ l、が飛んで.,, く原坪］ ］ 

i ,� ノトホI、ルの中には空気が入ってl l まず

。尾翼用/7紙2枚(3 X2 ,4 cm) 

C 力、ッターJ-イフ

か、 水も一緒iて入oているのて、 密閉されだ 。 セロJ ヽンテ プ

。 はさみ

。紙ヤスリ .. コム紐

。 ビニルテーテ ヽゞ I 
' ;fJ�, 

状度に'.tってし)ます，9
テ ープ 祇図（予＼）プの芯(!)よりな物）

--------------- ---

39 -



(1)ロケット本体を作る。

①充泡スチロ ールの期から約l cmの部分をカッ

タ ー ナイフで削って、 図のような形にする。

0紙ヤスリで表面を滑らかにしたり、 形を整えた

りしてロケットの先端らしくする。
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(3)ロケットの飛はし方

（）ロケットのうしろの部分にゴム紐をかけて、 筒

0)中に押し込む。

O指を離して発射させる。

c り
②発射用紙筒の内径よりもやや小さ目の尾炭を2

枚作り、 下図のように組合わせる。

〈例）紙筒の内径3.8 cmの場合
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③ロケットの後培に十字に切り込みを入れ、 尾翌

を取り付ける。

c

口

三ーロ
④尾源がとれないように、 図のようにセロハン

テープをはるとともに、尾翼の形を整える。（図

の中の斜線部分を切り取る。）

1,JJり取る

セロ

⑤カラ ーのビニルテー プをロケッ）、本体に巻き、

自分の好きなロケットのテザインに仕上げる。

冒

糸，糸をぴ,<、：,_, はる

⇔ ゴム紐0)太さを変える

。尾麗の形や枚数を変える。

(2)発射装置を作る

0紙筒にゴム紐をガムテ ー プで固定する。
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